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があるが、 p+n→p+A過程は 2 体反応であり終状態での影響も少ない。また、入射陽子のエネルギーをかえること
により反応のエネルギー依存を求めることができ、入射陽子のスピンと Aのスピンを押えることにより新たなスピン
依存量の測定ができる。実験では陽子ビームをターゲットに照射し、p+n→p+A反応による Aの崩壊粒子 p と π を
検出する。反応の関値近傍で実験することにより他の過程での Aの生成はなく、またA はターゲットから平均数 cm
飛んだ後崩壊するとしづ特徴的な事象となるため、崩壊粒子の飛跡を測定しAの崩壊点を求めることにより反応を同
定できる。反応は弱相互作用で引きおこされるため断面積は非常に小さく (10-39'"'-'10- 40 cm2) 、実験を実現するた
めにはバックグラウンドによる計数率を抑えるとともに Aの崩壊事象を効率的に選びトリガーレートを抑える必要








ーレートは π ーを選ばないときにくらべ約 11250 に減らすことができることがわかった。またコリメーターの働きに
よりパックグラウンドによる係数率が約 1120 に減ることを確認した。これらの実験は断面積を求める実験の約 111000
のスケールで、行なわれている。 1000 倍のスケールの実験にやきなおした際には、 トリガーレートはほぼ必要な条件
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を満たす見通しがたつた。計数率に関してはさらに-桁の改善が必要であり、パックグラウンドの起源や検出効率の
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認した。その際トリガーレートは π ーを選ばないときにくらべ約 11250 に減らすことができた。またコリメーターの
働きにより計数率が約 1120 に減ることを確認した。これらの実験は断面積を求める実験の約 111000 のスケールで、行
なわれている。 1000 倍のスケールの実験にやきなおした際には、トリガーレートはほぼ必要な条件を満たす見通し
が立った。現在の検出装置を用いた 1 時間の測定で 10- 33 cm2 の断面積まで到達することができた。
非中間子崩壊による研究の問題点を解決し、また新たな観測量を与える可能性をもっ p+n→p+A過程の実験的研
究は核子とハイペロン聞の弱相互作用の理論を検証するために非常に重要である。弱相互作用による反応を強い相互
作用のパックグラウンドの中で観測するため高度で複雑な装置が必要である。本研究は検出装置の設計および性能評
価を行い実験の実現まで後一歩というところまで到達している。よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十
分価値があるものと認める。
202 
